後に は、 屢 如何にしても 健全と は 呼び 得ない 異常 性 

が 富んで いる。 これ は 菊 池が 先月の 文章 世界で 指摘し 

ている から、 今更 繰 返す 必要 もない が、 唯、 自分に は 

, J の 異常 性が 、 あの 黒 熱した 鉄の ような 江 口の 性格 か 

ら 必然に 湧いて 来たよう な 心 もちが する。 同じ 病的な 

酷薄 さに 色づ けられて いるよう な 心 もちが する。 描写 

ほとんど 

は 殆 谷 崎 潤 一 郎 氏の 大幅な 所 を 思わせる 程 達者 だ。 

何でも 平 押しに ぐいぐい 押しつけて 行く 所が ある。 尤 

も その 押して 行く 力が、 まだ 十分 江 口に 支配され 切つ 

ていない 憾 もない 事 はない。 あの 力が 盲 目 力で な 

くなる 時が 来れば、 それ こそ 江 口が ほんとうの 江 口に 



なり 切った 時 だ。 

江 口 は 過去に 於て 屢 弁難 攻撃の 筆 を 弄した。 その為 

に 善くも 悪く も、 いろいろな 誤解 を 受けて いるら しい _ 

江 口 を 快男児に する も 善い 誤解の 一 つ だ。 悪い 誤解の 

一 つ は 江 口 を 粗笨 漢扱 いにして いる。 それらの 誤解 は 

いずれも 江 口の 為に、 払い 去られなければ ならない。 

江 口 は 快男児 だと すれば、 憂欝な 快男児 だ。 粗笨 漢だ 

とすれば、 余りに 教養の ある 粗笨 漢だ。 僕 は 「新潮」 

の 「人の 印象」 を こんなに 長く 書いた 事 はない。 それ 

が 書く 気になつ たの は、 江 口 や江 口の 作品が 僕 等の 仲 

間に 比べる と、 一番 歪んで 見られて いるよう な 気がし 
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